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　　術を中心として
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　下肢慢性動脈閉塞症に対する外科的療法は，現

在一般的には血行再建術と腰部交感神経節切除術

が行なわれている．今回，非侵襲性検査法の一っ

であるRIアンギオグラム，特にわれわれが以前

より行なっている経静脈性下肢血流分布図を中心

として，下肢慢性動脈閉塞症に対して臨床応用を

試みた．血栓内膜摘除術，Femoro－Femoral　bypass

術などの血行再建例に対してはdynamic　studyと

の併用により，画像診断はもとより，下肢血流分

布図を定量的に表現することにより下肢血流の改

善を生理的に観察することが可能であった．また，

腰部交感神経節切除術においても，術前後におけ

る下肢血行動態の変動を明確に把握でき，本術式

の適応，効果判定および予後判定を客観的に行な

い得た．以上のごとく，われわれが99mTc　HSA

を用いて行なっている下肢血流分布図は，画像診

断が可能であるのみでなく，生理的な血行動態の

観察および血管床容量の定量が可能であることが

判明した．また最近は，in　vivoによる99mTc赤

血球標識法によるRIアンギオグラムも試みてい

るが，現在のところさらに検討の余地があり，現

行の方法に勝る結果は得られていないが，今後さ

らに検討を加えるに値いする有用な方法であろう

と考えている．
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16・四肢動脈閉塞性疾患におけるRI動態検査

　　一定量的検討
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　四肢動脈閉塞性疾患の診断法として，われわれ

は，99mTc一アルブミンによる動態検査を施行して

いるが，定量的評価について検討を行なったので

報告する．

　検査法は四肢の反応性充血期間中に，99mTc一ア

ルブミンをボーラスで注入する．測定装置はオー

トフロロスコープを用いている．

　正常の場合のタイムフレームヒストグラムは，

99mTc一アルブミンが局所に到達後，直ちに著明な

ピークを示すがすぐに下降し（第1相），ついで第

2の小さなピークを示し以後は平衡となる．この

時期の連続イメージをみると，ヒストグラム上の

ピークに相当して手指などにおけるカウントの最

大値をとり，下降部は手指のカウント数減少と一

致し，第2のピークと共に手指などのカウントも

第2の最大値を示す．従ってヒストグラム上の第

1相は，99「nTc一アルブミンの手指におけるファー

ストパスを示すと考えることができる．

　そこで，第1相部分をガンマ関数で近似し

Mean　Transit　Timeを求めた．一方ヒストグラム

を微分してfirst　inflection　Pointにおける傾きを

求めた．MTTと傾きとの関係から，　y＝－0．3　x＋

25（r－－0．9）という値を得た．

　バージャー病などにおいては手指の閉塞の程度

が強く，第1相に相当する部分を示さない例が多

く，直接MTTを求めることができない．この場

合にはfirst　infiection　pointにおける傾きを求め，

傾きとMTTの関係式」’＝－0．3　x＋25からMTT

を間接的に求めた．
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